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報告（２） 

令和５年２２歳のつどいについて 

 

１．令和５年２２歳のつどいの参加状況について 

  市内対象者数約７７７名（１２月３１日現在、平成１２年４月２日から平成１３年４月

１日生まれ）で、当日の参加者は１２４名（事前申込者１５７名）、参加率およそ１５．

９６％でした。家族の方などの観覧者は８名おりました。 

 

２．２２歳のつどいの取り組みについて 

（１）式次第及び催しの概要について 

 ① 開会 

 ② 主催者あいさつ（石井市長） 

 ③ 来賓挨拶（川名県議、三浦市議） 

 ④ 来賓・主催者紹介 

   来賓招待者：川名県議、平田県議、三浦市議（議長）、奈良輪市議（副議長）、 

佐藤市議（教育福祉常任委員会委員長） 

    主催者：石井市長、粕谷教育長 

 ⑤ 市民歌動画上映 

   ・令和３年成人を祝う集い特別企画で作成した君津市民歌動画を上映しました。 

 ⑥ ２２歳のメッセージ 

   ・地区代表７名から近況報告、２２歳を迎えた抱負について語っていただきました。 

 ⑦ 閉会 

   ・閉会後、檀上や会場入口フォトスポットでの自由撮影時間を設けました。 

 

３．成果と課題 

（１）主な成果 

・参加人数こそ少なかったですが、各地区代表者による「２２歳のメッセージ」の中で、

開催されたことに感謝する声や久しぶりに仲間と顔を合わせる機会となった、今回のつ

どいが仲間と集うきっかけとなったなど、開催に対して感謝の言葉がありました。 

・また２２歳のメッセージでは、社会人として活躍されている様子や間近に控えた就職に

対する意気込みなどが語られ、会場からは同年代の仲間を励ます大きな拍手が贈られる

など、参集型のつどいならではのあたたかな雰囲気がありました。 

（２）主な課題 

・対象者への情報の届け方について、広報きみつ、SNS、住民票登録者へのはがきの送付

などを行いましたが、参加者数に結び付きませんでした。また、直前で申込者が増えるな

ど、ぎりぎりまで参加を調整している様子も見られ、限られた条件の中で準備を進めてき

ましたが、開催時期についての課題がありました。 



図書館開館２ ０ 周年事業について 

内容 実施報告

２ ０ 年間の直木賞・ 芥川賞／ベスト リ ーダー展示 ※貸出数の統計なし

図書館職員のすすめるこ の一冊 2023年版 ※貸出数の統計なし

みんなのすすめる こ の一冊 友の会・ 読書会の協力者数： 18名

ブッ ク ツ リ ー（ 参加型） 書いてく れた方の人数： 48名

あなたと 図書館（ 参加型） 書いてく れた方の人数： 60名

花王国際こ ども 環境絵画コ ン ク ール入賞作品展 1/10～2/12来館者数 22,526名

1/28(土) 文芸講演会 参加者数 80名（ 満席）

1/29(日) 【 花王】 エコ ク イ ズ 参加者数（ 大人） 300（ 子ども ） 115

1/29(日) ミ ニブッ ク リ サイ ク ル
197名 722冊

（ 総計:1/29～2/26 1,177名 3,231冊）

1/28,29 ひまわり 号の展示・ 貸出
1/28(土)10:30～11:00 ９ 名 ３ ６ 冊

1/29(日)10:00～11:30１ ９ 名 ７ ８ 冊

イ ベン ト

展示
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報告（４） 

周西南中学校区及び上総小櫃中学校区コミュニティ・スクールの取組状況について 

 

 

１ 周西南中学校区コミュニティ・スクール 

（１）学校運営協議会の状況について 

年４回会議を実施 

 

第１回 ５月１１日 

内容 委嘱状交付、会長、副会長選出、令和４年度学校運営の基本方針について、 

地域学校協働本部について 

   第２回 ９月１４日 

    内容 前期学校評価について、地域学校協働本部について 

   第３回 １２月１４日 

    内容 後期学校評価について、地域学校協働本部について 

   第４回 令和５年２月１６日 

 内容 令和４年度学校評価及び次年度学校運営の基本方針（案）について、 

地域学校協働本部より、来年度の活動について  

 

（２）地域学校協働本部の状況について 

 ５月１４日の設立総会を経て、役員による月例会と部会員による会議が催されている。 

  月例会  ４月１５日、６月３０日、７月２０日、８月３１日、９月２１日、 

１１月１６日、１２月８日、１月２７日、２月１４日 

 主な活動内容（役員会）   見守り活動 

（学校支援部会）小中学校の木の伐採・環境美化活動 

       （地域交流部）しゃべり場、脱出ゲーム（中学生企画・小学生対象事業） 

       （広報部会）周西南中学校区コミュニティ・スクールリーフレット作成 

 

２ 上総小櫃中学校区コミュニティ・スクール 

 当初は令和４年度に導入予定だったが、学校と地域の状況から計画を延期した。この間、

学校からの声掛けで地区青少年相談員、公民館職員等の関係者との教育懇談会が開かれて

いる。教育懇談会では、令和３年度に地域の小中学校の統合が整い、上総小櫃中学校区を

一つの地域として、９年間でどのような子どもを育てていくのかをテーマに話し合った。 

今後は、継続的に情報交換の機会を持ちつつ、コミュニティ・スクール推進委員の選出

に向けて取り組みを進めていく。 


